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【特別企画：追悼 宮岡伯人先生】 

『北の言語：類型と歴史』34年後の概観 ―北東アジア― 

 

風 間 伸 次 郎 

（東京外国語大学） 

 

キーワード：北東アジア、記述、類型、歴史 

 

0. はじめに 

 本稿では、『北方言語研究』（NLS）、『環北太平洋の言語』（LNPR）、『言語研究』（JLSJ）、

『東京大学言語学論集』（TULIP）、『『環環太平洋の言語」成果報告書』（ELPR）、『『北方文研研

究』（JCNH）、Materials of Siberian Languages『（MSL）、『『アジアアアリカ の言語と言語学』

（AALL）、ツングース言語研化論集（PTLC）、アルタイ言語研化論集（PALC）、Contribution 

to the Studies of Eurasian Languages Series（CSEL）、『思言』（SHIGEN）に掲載された論研を

中心に、単行本についても配慮しつつ、30年を振り返ることにする（研献欄では ッコ内

の略号を用いる、CSELについては論集でないもののみ取り上げた）。『千葉大学 ユーラシ

ア言語研化論集』や『ALTAI HAKPO』、『『北道立北北方族博物館研研究要』』、『『代中中国に

おける言語政策と言語継承』、『北東アジア諸言語の記述と対照』、『アイヌア先住族研究』、

Linguistic Typology of the North、『語学研究所論集』、『東北アジア研究センター叢書』、京大

や九大、東外大の論集についても整理するべきだったが、一部を除いて扱い切れなかった。

単行本でも『アイヌ語の集い』、『アイヌ研究の代在と未来』、『知里真志保 文と学問』、『『ア

イヌ語研究の諸問題』、『サハカンの言語世界』、Handbook of the Ainu Language、『シベカア

先住族の食卓』、『トルコ語とチュルク諸語の研究と日本語の対照』、『チュルク諸語研究の

スコープ』、『有対動詞の通言語的研究』を整理できなかった。なおいわゆる語学学習書の

ジャンルに入るものは取り上げなかった。対象言語はアイヌ語、ニブリ語、ユ ギール語、

チュクチア ムチャツ 諸語（イテカメン語を含む）、アルタイ諸言語とし、おおよそこの

順で紹介する（ウラル諸語は扱えなかった）。言語名を示す際には ISO639-3 のローマ字 3

研字の言語コードも用いる（下記、なお言語名のない論考は多くの言語を対象としたもの

である）。日本を根拠地として研究活動を行っている研究者、つまりは主に日本文の研究を

対象とする。欧米の研究者による欧研の研究を取り上げないわけだが、日本での研究にそ

の趨勢はある程度反映されている面があると考えたい。もとより難題であり、一研究者か

らみた偏りの大きな叩き台に過ぎないことをことわっておく。節ア下位節への諸論考の分

類も一つの目安と考えていただきたい。本来なら、各分野の論考とその分布の分析ア吟味、

それを踏まえた今後の研究の展開の方向性や必』性について論ずるべきであろうが、時間

と紙幅の余裕はなく、また筆者の力量をはるかに超える業である。今後の各専門家の補説ア

再説を俟つ。 

 

言語名略号一覧 

アイヌ(ain), アゼルバイジャン(aze), アカュートル(alr), アルタイ(alt), イテカメン(itl), ウ
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イグル(oui), ウイルタ(oaa), ウズベク(uzb), ウデヘ(ude), ウルチャ(ulc), エウェン(eve), エ

ウェンキー(evn), オロチ(oac), ガガウズ(gag),  ラチャイ(krc), 契丹(zkt), キルギス(kir), 

コカマユ ギール(yux), コカャーク(kpy), サハ(sah), サラール(slr), シベ(sjo), 新ウイグル

(uig), タタール(tat), 中世モンゴル語(xng), チュヴァシュ(chv), チュクチ(ckt),トゥバ(tyv),

ドゥンシャン(sce), ドルガン(dlg), トルコ(tur), ニブリ(niv), 満洲(mnc), モンゴル語諸方言

(mvf), 土博語(mjg), ナーナイ(gld), ネギダール(neg), 『（中国の）ブカヤート(bxu), ボウナン

(peh), モンゴル(khk)  

 ただしソロン(sln), ヘジェ(hzh), ダグール(dgr) は ISO639-3 に見つけられなかったため、

筆者がこのように指定した。チュクチア ムチャツ 諸語<ChKa>, チュルク諸語<Turk>, モ

ンゴル諸語<Mong>, ツングース諸語<Tung>, アルタイ諸言語<Altai>も別に指定した。 

 

I. 共時論 

1. 記述文法・文法スケッチ: ain ブガエワ (2004), 佐藤 (ed.) (2002), 佐藤 (2008b), yux 遠

藤  (2005), 長崎  (2009), itl 小野智  (2021), sah 江畑  (2020b), sln 白  (2023d), ude 風間 

(2022d), oac 風間 (2023c), gld 風間 (2023b), ulc 風間 (2023d), oaa 山田祥 (2013), 津曲ア山

田 (2023) 

 

2. テキスト・例文集 

2.1. テキスト: ain 浅井 (2001), ブガエワア佐藤 (2021), 加藤 (2004), 村崎 (2001a, 2001c), 

奥田 (2003) , 阪口 (2019a, 2019b), 白石 (2004), 高橋 (2007), 田村 (ed.) (2001, 2002, 2003a), 

niv 蔡 (2013), 白石 (2002, 2003b, 2005), yux 長崎 (2005, 2011, 2015c, 2023a), kpy 呉文惠 

(ed.) (2001c, 2002), 永山 (2003, 2007), alr 永山 (2005, 2010, 2015b, 2020), 永山他（編著）

(2024a, 2024b), 永山他 (2017, 2019), itl 小野智 (2005, 2010, 2020), chv 風間ア菱山 (2020), 

tyv 風間 (2016b), SYURYUN『ア倉  (2022a, b), khk 風間 (2024), mvf 山越 (2007b, 2015), bxu 

山越 (2002, 2006, 2012a, 2014b, 2016, 2022, 2024, 2025), dgr 風間ア山田 (2020), sce 外賀 

(2018), mjg 研花他  (2026), eve 風間  (2000a, 2003c, 2009c-d, 2013c, 2015a, 2016a, 2018c, 

2020b), evk 山田祥 (2023), neg 風間 (2002d), sln 風間 (2007e, 2008c, 2018b, 2020c, 2022c) 

風間アトヤー (2007, 2008), 風間アバイ ル (2023, 2024, 2025, 2026), ude 風間 (2004b-c, 

2006b, 2007c, 2008d, 2009b, 2010a), 津曲 (2001b, 2002a, 2002b, 2002c, 2003a, 2004, 2005, 2006a, 

2006b, 2007, 2009, 2010a, 2010b, 2011, 2013, 2015, 2016a, 2016b), oac 風間, (1996a), hzh 李 

(2011, 2012, 2015a, 2015b, 2016, 2018, 2019, 2023), gld 風間 (1993, ’95, 96b, 97a, 98a, 2000b, 

2001a, 2001c, 2002c, 2002e, 2005b, 2006c, 2006d, 2007d, 2008b, 2010b, 2012a, 2012b, 2013d, 

2015c, 2021b), ulc 風間 (1996c, 2002b, 2006a, 2008e, 2010c), oaa 池上 (2002a, b, 2007), 風間 

(2012c), 森貝 (2016a), 津曲 (2010d), 山田祥 (2011, 2012a, 2012b, 2014, 2015, 2016a, 2016b) , 

sjo 郟 (2014), 倉  (2021, 2022) dlg BARBOLINA and 藤中 (eds.) (2001) 

2.2. 例研集: mvf ホカロ (2023), mjg 風間ア山田 (2026), sln 白 (2023a, 2023c)  

 

3. 語彙集／辞書・個別語彙の意味論 

3.1. 語彙集: ain 加藤 (2003), niv 白石ア丹菊 (2013, 2014, 2015), 丹菊 (2008, 2013), 高橋 
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(2008), yux 遠藤 (1997a, 2001a), 長崎 (2004), itl 小野智 (2002, 2003b), kir 鍛治アアクマタ

カエワア林 (eds.) (2015), Mong 山越 (2003c), mvf 山越 (2021), Tung 風間 (2003b), sln 風

間アトヤー (2011), sjo 久保 (ed.) (2008), mnc 風間 (2008a)  

3.2. 個別語彙ア研化語彙: niv 丹菊 (2002), kpy 呉文惠 (2004, 2009), alr 永山 (2014a), eve 

鍛治 (2008), mnc 早田清 (2008), ckt-evn-evk-oaa 津曲 (2010c) 

 

4. 現地調査報告や回顧・展望、文献リスト: ain 村崎 (2001b), 中川 (1995), 佐藤 (2012a, 

2012b), 田村 (2003b), ckt-kpy 呉文徳ア呉文惠 (2014), kpy 呉文惠 (2003c), krc 菅沼 (2024), 

Tung 津曲 (1996), mnc 津曲 (2012), 津曲（編著） (2003b), 白石, et al. (2007) 

 

5. 個別言語の音声・音韻論に関する記述研究 

5.1. 音韻論全般: kpy 呉文惠 (2003b), bxu 山越 (2003a)／5.2. 子音: itl 小野智 (2004), niv 

白石 (2010), kir 菅沼アAKMATALIEVA (2022), khk 植田 (2020, 2022), mvf 外賀 (2021), bxu 

山越 (2003a), gld 池上 (1997), 風間 (2010d), mnc 早田清 (2018), 王 (2021b)／5.3. 母音

（調和）: khk 植田 (2021), eve 鍛治 (2019), mnc 王 (2011)／5.4. アクセント『ア有音休止: tur 

福盛貴弘 (2010), mnc 王 (2021a), sjo 木村 (2002), 王 (2022), ain 佐藤 (2001) 

 

6. 個別言語の形態論に関する記述研究 

6.1. 形態音韻論: niv 白石 (2013), chv 菱山 (2022), kir 菅沼 (2023), sah 江畑 (2005), eve 鍛

治 (2012a), khk 山田洋 (2021)／6.2. 付属語: yux 長崎 (2007), sah 江畑 (2007), bxu-Mong 

山越 (2004, 2007a), mnc 津曲 (2006c)／6.3. 屈折: hzh 李 (2014), oaa 池上 (2001)／6.4. 派

生: ckt 呉文徳 (2001b), itl 小野智 (2006), ude 白 (2013a)／6.5. 名詞化: niv 蔡 (2014a), kpy 

呉文惠 (2011a), khk 梅谷 (2019b)／6.6. 複合『（含合合）: ain 切替 (2017), 佐藤 (2008a) , yux 

遠藤 (2010), 呉文惠 (2015)／6.7. 重複: tur 鈴木 (2025), khk 久保 (1997)／6.8. 統合度: kpy 

呉文惠 (2020)／6.9. 品詞分類: bxu 山越 (2008), eve 鍛治 (2023)／6.10. 品詞転換: ain 佐

藤 (2020)／6.11. （助）数詞: ain 落合 (2021, 2023), 阪口 (2022)／6.12. 助数詞: sjo 木村 

(2003) 

 

7. 個別言語の統語論・文法カテゴリーに関する記述研究 

7.1. 一致: sah 江畑 (2013a)／7.2. 数: ain 中川 (2010), 阪口 (2020b), niv 蔡 (2014b), 丹菊 

(2012), sah 江畑 (2004), 江畑 (2017a), khk 山越 (2003b), gld 風間 (2007a), sjo 木村(2001) 

／7.3. 指小辞ア指大辞: kpy 呉文惠 (2000), evn 渋谷 (2016) ／7.4. 格／名詞項: yux 長崎 

(2014b, 2016), kpy 呉文惠 (2013a, 2014a, 2019), alr 永山 (2014b), khk 青木 (2025), mns 山

崎 (2018, 2019, 2020), sln バイ ル (2025), sjo 木村 (2004), Tung 風間 (1997b, 2003a) ／7.5. 

DOM: tur 橋本直 (2016), sah-tur-tyv 江畑 (2014a), xng 栗林均 (2002), mnc 早田清 (2015), 

sjo 木村  (2004) ／7.6. 所有（PROP）: alr 永山 (2002, 2004), uig 新田 (2015), sah 江畑 

(2012a), khk 梅谷 (2012), eve 鍛治 (2012b) ／7.7. 文称（中名詞）: ain 中川 (2011), 阪口 

(2020a), 山田洋 (2007), itl 小野智 (2011), tat 菱山 (2018, 2020b), khk チュルーンバートル 

(2007), エンリアムガラン (2025), bxu 山越 (2011), sjo 木村 (2005), mnc 早田清 (2012) ／
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7.8. 除外／包括: ain 高橋 (2015), mnc 早田輝 (2004), 津曲 (2001a) ／7.9. 場所表代: ain 

切替 (2007), 佐藤 (2021), khk バスバヤル (2025) ／7.10. 合合: ckt 呉文徳 (1998), kpy 呉

文惠 (2001a, 2001b) ／7.11. 動詞複合体: dgr 山田洋 (2011) ／7.12. 自他『ア他動性: ain 佐藤 

(2023), niv 白石 (2003a), yux 長崎 (2003), ckt 呉文徳 (1997), kpy 呉文惠 (2013b), itl 小野

智 (2003a), tur 栗林裕 (2013), 岡田 (2016), gag 鈴木 (2020) ／7.13. 態: ckt 呉文徳 (2009), 

Turk-Mong 大崎 (2006), sah 江畑 (2016), khk 梅谷 (2008) ／7.14. 受身／非文称: tur 林 

(2016a, 2024), oaa 池上  (2003), gld 風間 (2009a) 7.15. 使役: ain ブガエワ  (2014), 高橋 

(2017), ckt 呉文徳 (2019), sah 江畑 (2013b), Tung 風間 (2002a), mnc 王 (2012) ／7.16. 再

帰『（『ア同 ）: ain ブガエワ (2003), tyv 江畑 (2018) 相互 khk エンリアムガラン (2020) ／

7.17. アスペクト: ain 高橋 (2006), 吉川 (2020), tur 鈴木 (2021), hzh 李 (2020), oaa 山田祥 

(2010a), sjo 倉  (2012) ／7.18. テンス: yux 長崎 (2022), uzb 羽生田 (2017), khk 橋本邦 

(1993), bxu 山越 (2017), 伶 (2015) ／7.19. モダカティ: uzb 日高 (2023), sah 江畑 (2013d), 

khk ジンガン (2007a, b), ナムダグ (2020), dgr 山田洋 (2017), gld 風間 (2007b), sjo 倉  

(2010, 2018, 2019b) ／7.20. 証拠性: ain 高橋 (2013), tyv 江畑 (2019b), gld 風間 (2005a) 

7.21. 否定表代: ain 高橋 (2016), yux 長崎 (2015a), ckt 呉文徳 (2001a), alr 永山 (2015a), itl 

小野智 (2015), chv 菱山 (2023), sah 江畑 (2015), khk 梅谷 (2004), 山田洋 (2015) ／7.22. 

定動詞性／叙述: kpy 呉文惠 (2010a, 2010b), sjo 倉  (2019a) ／7.23. （補）助動詞ア複合

動詞: ain 岸本 (2016), 馬 (2021), tur 橋本直 (2019), 栗林裕 (2006), kir-altアクマタカエワ 

(2014, 2021, 2022, 2023), uzb リァイズエワ (2022), 日高 (2010, 2013a), khk 斯欽格日楽 

(2008, 2014), 山越 (2001), slnバイ ル (2022), sjo 倉  (2009) ／7.24. コピュラ: kpy 呉文

惠 (2018) ／7.25. 準動詞／名詞化／形動詞（形）／分詞／不定詞: ain 高橋 (2014, 2018), yux 

遠藤 (1997b), 長崎 (2010, 2013a, 2014a, 2021), kpy 呉文惠 (2014b, 2021), alr 永山 (2012b), 

itl 小野智香子 (2007, 2013), chv菱山 (2021), aze 吉村 (2020), uzb 日高 (2014), khk 山田洋 

(2014), bxu 山越 (2012b, 2013), oaa 森貝 (2015, 2016b) ／7.26 関係節化／連体修飾節: ain 

ブガエワ (2015), kpy 呉文惠 (2008, 2017a, 2017b), uzb 日高 (2018), sjo 倉  (2013) ／7.27. 

副動詞（形／節）: niv 蔡 (2012), kpy 呉文惠 (2012b, 2016b, 2023), tur 林 (2019), uzb 日高 

(2013b, 2025), 内藤 (2019), khk ナムダグ (2022, 2025), 梅谷 (2017, 2019a), 山田洋 (2019), 

mvf ホカロ (2019, 2022) ／7.28. 指示転換: yux 遠藤 (2001b) ／7.29. 条件表代: uzb 日高 

(2017), gld 風間 (2011) ／7.30. 移動表代／ダイクシス: uig 西岡 (2003), khk ツェレンダブ

ガ (2015) ／7.31. 所有／存在表代: ain 喜多 (2020), yux 長崎 (2012), kpy 呉文惠 (2003a), 

alr 永山 (2012a), chv 菱山 (2020a), tat 菱山 (2019), slr 原 (2019), khk バスバヤル (2022), 

Tung 風間 (2001b), mnc 早田清 (2009) ／7.32. 引用表代: ain ブガエワ (2008), yux 遠藤 

(2017) ／7.33. 接続表代: khk ジンガン (2014) ／7.34. 指示（詞）: ain 高橋 (2011), niv 蔡 

(2018), tur 林 (2008, 2009, 2012, 2016b) ／7.35. 情報構造: yux 長崎 (2018), khk 娜仁托娅 

(2011), 那日蘇 (2021), mvf ホカロ (2021), pehアルラ (2023), oaa 山田祥 (2007) 

 

8. 言語類型論的観点からの音声・音韻論に関する研究: 松本 (1998) 
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9. 言語類型論的観点からの形態論に関する研究 

9.1. 類型論一般: 風間(2014b) ／9.2. 統合度: 江畑 (2020a), Tung 風間 (2010e) ／9.3. 数

詞: 長崎 (2023b) 

 

10. （地域）言語類型論的観点からの統語論・文法カテゴリーに関する研究 

10.1. 方法論: 小野洋 (2020a) ／10.2. 格（含場所表代）: 風間 (2019b) ／10.3. DOM: 江畑 

(2014b) ／10.4. 再帰中名詞: 風間 (2018a) ／10.5. 並列構造: ain-niv-oaa 津曲 (1997) ／

10.6. 動詞屈折: 江畑  (2013c) ／10.7. 否定: 長崎 (2015b) ／10.8. 所有（PROP）: 江畑 

(2012b) ／10.9. 準動詞／形動詞（形）／分詞: 長崎 (2013b) ／10.10. 他動性／感情表代: 風

間(2013a)  ／10.11. 無生館主語: 風間 (2016c) ／10.12. テンス: 風間 (2013b) ／10.13. 所

有構造: Mong-Tung 山越 (2010) ／10.14. 関係節／連体修飾節: 風間 (2017a, 2019a) ／

10.15. 副動詞（形／節）／いいさし: 風間 (2012d, 2014a, 2017b) 

 

II. 通時論 

11. 文献言語による研究 

ain 佐藤 (2017), 佐藤アブガエワ (2019), 佐藤アブガエワ (2022), kpy 呉文惠 (2016a), ChKa 

永山 (2006), oui 庄垣内 (2003), 菅原 (2007, 2008), sah 江畑 (2014c), dlg 藤中 (1997), zkt 

大竹 (2015, 2024), 武内 (2016), oaa 津曲 (2014a, b) 

 

12. （語族内外の）比較言語学・言語系統論に関する研究 

ain 切替 (2006), 小野洋 (2017, 2019, 2020b, 2022), 小野ア深澤 (2023), 阪口 (2021), ChKa 

呉文惠 (ed.) (2001d), 呉文惠 (2012a), kpy 呉文惠 (2005), Mong 山越 (2014a), Tung 池上 

(1995), 風間 (1996d, 1998b, 2004a, 2010f), oaa 山田祥 (2017), mnc 王 (2020a, 2020b) 

 

13. （語族内の）対照・言語接触（借用等を含む）に関する研究 

13.1. 全般: Turk 栗林裕 (2009) ／13.2. 形態音韻論: Turk 江畑 (2022) ／13.3. 数: sah-tyv 

江畑 (2017b), 江畑 (2019a) ／13.4. 指小辞: Tung 白 (2017) ／13.5. 除外／包括: Tung 白 

(2013b) ／13.6. アスペクト: Tung 白 (2019), テンス Tung 白 (2022) ／13.7. 定動詞『（形）『ア

数: Tung 白 (2016) ／13.8. 副動詞『（形）: Tung 白 (2014), 目的形 Tung 白 (2023b) ／13.9. 

補助動詞: Tung 白 (2018) ／13.10. 条件表代: Tung 白 (2015) ／13.11. 相関構研: ude Tung

白 (2011, 2012) ／13.12. 言語接触一般: ckt 呉文徳 (2005), Tung-yux 白 (2020), ain-oaa-niv 

白 (2021), bxu 山越 (2005a), ude-zho 敖特根其其格 (2005), ain-Tung 池上 (2005), Tung-dgr 

風間 (2015b), evk-oaa 山田祥 (2010b) 

 

14. おわりに 

 環少年老い易く学成り難し」、環光陰矢の如し」、Art is long, life is short. などと言われる

が、『北の言語 類型と歴史』（1992）より 34年、自分を含め非力な者たちに時の流れの容

赦ないことを感ずるばかりである。北ち向かう術はただ、一つ一つ継続し、挑戦すること

のみであろう。非力なりにテキストの刊行などを継続することはできる。論考は二番煎じ
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の末に行き詰っていては致し方なく、未踏の分野、未踏の研法 テゴカー、未踏の研究方

法、ひいては未踏の言語に挑戦することで次の記述研究を展開し、複眼的な視野を得た上

で類型ア歴史研究に挑んで行かねばならない。立を拓いて下さった池上先生、宮岡先生、

金子先生に感謝したい。今後の北の言語の記述ア類型ア歴史研究の発展を祈念してこの小

整理を閉じたい。 

 

文献一覧『（なお じ年号における abcは便宜上本研中の出代順序ではなく、一覧の中でつけた
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